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Food（食）が学問的な関心事になったの
はごく最近のことであり，それは食があまり
にも日常的であること，食事の支度がもっぱ
ら女性の仕事であり，男性中心の学者社会で
は軽視されてきたことによるという。食の問
題には様々な接近が可能だが，本書ではフー
ドチェーンの政治経済学，グローバル化した
フード・ネットワーク，食の政治生態学
（political ecology），消費という四つの側面
から論じている。なお，著者はいずれもイギ
リスの地理学者である。
300 ページ余におよぶ本書の内容を限られ

た紙幅に納めるのは無謀に近いが，ここでは
考え方や接近方法を中心にごく簡単に紹介し
たい。まず，「第１部　オードブル」は，60
年代のフランス・アナール学派から 90 年代
のエスノグラフィーに至るまでの欧米の食研
究の潮流を概観している。食研究の方法とし
ては，料理や食事の歴史を探る歴史学的接近，
食料の機能，食習慣の社会的意味を探る文化
的・社会学的接近，誰がどこで何を食べてい
るかという細かいデータの蓄積と分析を行う
地理学的接近，生産者から消費者への商品の
流れの中の力関係を分析するフードシステム
論的接近，さらに一般の人々の食に対する関
心を学際的に分析する学際的接近の５つが示
される。
「第２部　食の政治経済学」では，フー
ド・レジーム（食料・農業に関わる政治経済
体制）の段階論に基づき，フードチェーンや
多国籍企業のダイナミックな展開と，消費者，
農業者，小売店の抵抗が描かれる。フード・
レジーム論では，一国経済に基づく第一段階
（19 世紀中盤から第二次大戦前まで），多国
籍企業や外食産業が台頭し，大量生産・大量
消費が進む第二段階（第二次大戦後から 70
年代まで），顧客の好みに応じた商品差別化
が行われる第三段階（80 年代以降）という
３つの時期区分がなされるが，それを一般化
することの危険性や，内発的発展や農民団体
の影響をどう取り込むかをめぐって反論もあ
る。実際，「第４章　グローバル化とフー

ド・ネットワーク」にあるように，イタリア
などでは地方の食文化を復活させようという
リローカライゼーション（再地方化？）の動
きが見られ，工業製品化した食品に対する消
費者の抵抗であると同時に，狂牛病，サルモ
ネラ汚染など一連の食品スキャンダルを契機
としている。
「第３部　地球規模の，政治地理学的な食
料問題」の共通テーマは食料をめぐる南北問
題である。「第９章　食料生産と人口」では，
レスター・ブラウン等の悲観論者とジュリア
ン・サイモン等の楽観論者の見解の違い，
「第 10 章　栄養失調，飢餓，飢饉」では，栄
養失調人口の地域別分布，栄養失調の文化的
要因，ジェンダーの影響，飢饉を生み出す権
原（entitlement）の問題などが，この分野
の代表的な文献に基づき，論じられる。「第
11 章　食料過剰」は EU の共通農業政策の
顛末であり，結論部で「アジェンダ 2000」
による改革の面を強調している点が興味深
い。「第 12 章　食料安全保障」では，食料援
助が先進諸国の権力誇示の道具になっている
事実，国際交渉が依然として先進国の主導権
のもとに行われている事実が述べられ，「第
13 章　世界貿易および地理政治学」では EU
とアメリカのバナナ紛争が事例として取り上
げられている。
「第４部　食の政治生態学」では，食品の
品質，健康への影響など，食の栄養学的，生
理学的な側面と，それにかかわる政治経済的
事象を「政治生態学」という傘のもとに考察
している。特に「第 15 章　食品の品質」に
おいて，品質表示などによる規制のあり方だ
けでなく，それらを食品企業の国境を越えた
垂直的・水平的結びつきの中でとらえる視点
（「アクター・ネットワーク理論」や「コンヴ
ァンジョン理論」）について述べられている
箇所は参考になる。
「第５部　食料消費の空間」では，食料消
費や味覚が，地域，人種，宗教，性，年齢，
所得，時代によっていかにさまざまであるか
がデータに基づき示され，全体的に楽しく読
める。最後の「第６部　結論」では，食研究
の今後の課題として，個々のシステムについ
ての詳細な調査研究，食料消費行動について
深く掘り下げた研究，リスク社会における食
料生産と消費のあり方，インターネットによ
る情報開示の４つが挙げられる。
本書は学生向けに書かれた入門書であるだ

けに，平易な文章と図表によりわかりやすく
書かれている。関連文献リストも充実してい
る。食に関心をもつ人にとってのよき道案内
となるだろう。
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